
ＡＩによる自動発注で、発注業務の属人化を解消

申請事業者：山崎株式会社（宮崎市）
業 種：卸売業

コンサル事業者：株式会社ひむか流通ネットワーク（宮崎市）

業 種：情報サ－ビス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・発注業務が属人化しており、経験と勘で発注数量を決定している。
・予想外の受注数量になった場合に在庫の過不足が発生する。

●解決に向けた課題設定等
・システムでデータ分析を行い、誰でも発注業務に従事できるよう
属人化から標準化を実現する。
・発注業務の標準化を行うことで、誰でも従事でき、システムによ
る予想算出で発注業務自体にかかる時間の効率化を行う。

・在庫の集計作業を、２７％削減
在庫情報の集計にかかる時間 450時間 → 330時間

・発注データ作成・発注業務を、３３％削減
発注データの作成・発注にかかる時間 225時間 → 150時間

※属人業務の標準化が実現
発注業務が個人に属することなく、誰でも業務に従事することが

可能に。

ＡＩによる自動発注勧告システムの導入で、発注業務を大幅削減！

導入部門：全部署

導入業務：発注業務

導入目的：発注業務の負担軽減のため

導入技術：AI自動発注勧告システム

導入手法：過去の売上データや天気予報の情報を取り込み、需要を

予測するAI自動発注システムを開発。

導入費用：￥５，２６０千円（税抜）

（コンサル費用 ￥５１０千円、導入・他 ￥４，７５０千円）

ＡＩ
ペーパー
レス



●抱えていた問題点
・46台分の装置稼働状況を、手作業でチェックシートに記入してい
たため、正確な稼動状況・実績を把握できていなかった。
・ EXCELを使って集計していたため、データ集計・解析作業工数が
費やされていた。
・課題感はあったが、装置稼働管理ソフトを外注する場合、柔軟に
カスタマイズする事が出来ない。

●解決に向けた課題設定等
・自動集計・解析する事で、作業工数が削減でき、低稼働装置の原
因を追求しやすい環境を構築できる。
・自社開発する事で、外注へのソフト購入費用を抑制でき、カスタ
マイズが容易になる。
・装置稼働情報を社内共有する事が可能になる。
・稼働状況を分析することで、稼働率80％以上を実現する。

自社開発で、装置稼働管理システムを構築

申請事業者：吉川工業アールエフセミコン株式会社（新富町）

業 種：製造業
コンサル事業者：産業ＤＸサポートセンターみやざき

取組の背景取組の概要

自社開発で装置稼働管理システム構築し、装置稼働率を向上！！

導入部門：テストシステム開発課/装置技術課

導入業務：生産装置稼働管理業務

導入目的：装置稼働率の向上のため

導入技術：装置稼働管理のＷＥＢシステム開発

導入手法：装置稼働データをデータベースに自動保存し、ＷＥＢ

システムを利用して、装置稼働の情報共有を実施。

導入費用：￥５，０７０千円（税抜）

（コンサル費用 ￥０円、導入・他 ￥５，０７０千円）

可視化

取組の成果

１日あたりの装置稼働管理時間を８９％削減

装置稼働データ記入・集計時間 90分→10分

・装置稼働実績（稼働時間・率）
・装置の稼働状況 の見える化
・不稼働データのばらつき

内製化



センサーとアプリの連携で管理コスト削減

申請事業者：株式会社Smolt（宮崎市）
業 種：水産養殖

コンサル事業者：株式会社システム開発（宮崎市）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
①手作業による水質モニタリングと水質異常検知の遅れ
②紙記録による飼育履歴の管理

●解決に向けた課題設定等
①水質異常が発生した際には、関係者へアラートを通知し、どこに
いても気づくことができる環境を構築する
②水質モニタリングシステムを統合的に管理できる体制を構築する
ことで、水質の状況に合わせて飼育管理を行うことができるように
する。

・水質モニタリング時間を、８０％削減
導入前 1日6回計測ｘ10分ｘ週6日＝360分/週
導入後 システム起動～数値確認 5分ｘ1日2回ｘ週7日＝70分

・飼育記録閲覧時間を、７０％削減
導入前 ＰＣ起動～入力（閲覧） 10分×週50回=500分/週
導入後 アプリ起動～入力（閲覧）3分×週50回＝150分/週

・水質異常の際のアラート機能の実装により、
リアルタイムアラートによる対応時間短縮、在庫消滅リスク軽減

IoTセンサーのデータをアプリと連携させ、管理コストを大幅削減！

導入部門：生産部門

導入業務：養殖魚の飼育管理業務

導入目的：水質モニタリングの自動化・可視化による管理コスト削減

導入技術：IoTセンサー、LPWA通信、ローコードツール「Power Apps」

導入手法：IoTセンシングデータをクラウドプラットフォームに

蓄積し、可視化

ローコードツールで飼育記録アプリを作成し、記録情報を

デジタル化

導入費用：¥２,６９６千円

（コンサル費用 ¥２４０千円、導入・他 ¥２,４５６千円）

可視化
ペーパー
レス

データ連携



在庫管理システムで、10,000点の部品を一括管理

申請事業者：株式会社イ－デン（宮崎市）
業 種：建設サ－ビス業(エレベ－タ－工事・点検)

コンサル事業者：株式会社デンサン（宮崎市）
業 種：情報サ－ビス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

●抱えていた問題点
①部品点数1万点超あり、棚卸に膨大な時間を要している
②EV製造メ－カ－から部品供給停止のお知らせがあり、該当部品を確保し
ていなければ、EVの故障時復旧不可（EVの長期運行停止につながる）
③在庫管理が不十分なため、欠品にて業務に支障をきたすことがある
④顧客満足度において『迅速な故障対応・緊急対応』は、サ－ビスの根幹
⑤保管品数が多いため、倉庫が手狭

●解決に向けた課題設定等
①まず手始めに使用頻度の高い部品からシステム構築
②『勘・コツ・経験』に頼っていた業務をデ－タに基づいた管理体制へ変
革
③システム導入に伴い在庫管理の社内ル－ル(入出庫など)を整備
④平置きになっていた保管方法を棚割に変更

・日常業務の作業時間を４１．３％削減
入庫・出庫・照会業務 46分→27分

・月次業務の作業時間を２０％削減
棚卸時間 5時間→4時間

※現在は、主力商品のみを対象としているが、
今後は、対象商品を増やしていくため、更なる削減効果が期待でき
る。

在庫管理を「勘・コツ・経験」からデ－タに基づいた管理へ！！

導入部門：EVリニュ－アル工事部門・メンテナンス部門

導入業務：部品在庫管理業務

導入目的：①在庫の把握、②棚卸作業の簡略化

導入技術：在庫管理システム「IritoDe」

導入手法：在庫管理システムを導入し、ハンディターミナルを使用

した入出庫管理を行い、発注アラート機能で、欠品を防

止。

導入費用：￥４，４００千円(税抜)

（コンサル費用 ￥２００千円、導入・他 ￥４，２００千円）

※EV…エレベ－タ－

基幹系
システム

可視化



生産管理システムで、稼働状況を自動記録

申請事業者：株式会社大和合成宮崎（小林市）
業 種：製造業

コンサル事業者：日精樹脂工業株式会社（長野県）
業 種：成形機メーカー

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・製造現場での日々の成形管理業務（生産・品質記録）が負担と
なっている。
・また人手不足の状況下で、上記の業務は紙媒体を使用しており、
目視での確認、人による記入作業に一定の時間を要していて、生産
性に比例して、記入作業の負担も増える状態。

●解決に向けた課題設定等
・PQマネージャー導入によって、成形管理業務 （記入作業）を削
減する事が可能

・成形条件記録の作業時間を、１００％削減
129時間/年 → 0時間/年

・成形日報処理の作業時間を、８６％削減
150時間/年 → 21時間/年

・チョコ停（機械停止）の分析に活用して生産性の向上を図る。
アイテム毎の集計による現状把握、発生頻度や生産状況に応じた

原因分析を実施し、アイテム毎の改善へ繋げていく。

生産管理システムの導入で、手作業で行っていた記録業務を自動化！！

導入部門：製造部

導入業務：成形管理業務（生産・品質記録）

導入目的：人による記入作業を削減するため

導入技術：品質・生産管理システム「PQマネージャー」

導入手法：PQマネージャーと各機械をネットワーク接続し、稼働率

を常時表示するとともに、生産・品質状況を自動で記録。

導入費用：￥３，６５２千円（税抜）

（コンサル費用￥６１０千円、導入・他 ￥３，０４２千円）

遠隔操作
も可能

PQマネージャーと各成形機を
社内ネットワークで接続！

記録類は保存されいつでも表示可能！
生産・品質記録等（良品数、不良数な
ど）はクリックで詳細情報を表示！

タブレット端末で閲覧可能

PQマネージャー

ペーパー
レス

可視化



顧客管理アプリを作成し、営業効率アップ！

申請事業者：株式会社西部電通（三股町）
業 種：情報通信業

コンサル事業者：有限会社アンドウSP（都城市）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

●抱えていた問題点
・顧客情報を紙媒体で管理しているため、対応に時間を要する
・コロナウイルスの影響で営業活動が制限され、売上が激減
・納品書、請求書作成がすべて手作業で一元管理されていない
・財務管理が手作業のため効率が悪い

●解決に向けた課題設定等
・顧客管理ソフトで顧客データを統括できるように入力を工夫する
・顧客データを管理し状況に応じて即対応が可能な状態とする
・顧客データを元に定期的に営業担当者や顧客宛にメールで通知さ
れる仕組みを構築する
・会計・給与システムを導入し、業務効率を改善

・顧客対応業務を７５％削減
顧客対応業務 １クライアントあたり 4時間→1時間

・事務作業を３７．５％削減
財務管理、給与計算等の事務作業 １作業あたり 8時間→5時間

顧客管理アプリ＋会計・給与システムの導入で、業務改善！

導入部門：社内全体

導入業務：管理、営業部門

導入目的：顧客管理業務改善のため

導入技術：顧客管理アプリ、弥生会計・給与システムの導入

導入手法：顧客管理アプリで顧客情報を一元管理し、会計・給与シ

ステムで事務作業を削減

導入費用：￥２,５７４千円（税抜）

（コンサル費用 ￥６９４千円、導入・他 ￥１,８８０千円）

ＣＲＭ
基幹系
システム

[データ入力]

・顧客情報

・工事内容

・対応内容

・会計情報 等

会社 担当者 顧客

リマインドメール
顧客情報

顧客管理



ＲＰＡでシステム間のデータ移行の自動化

申請事業者：山口酸素株式会社（都城市）
業 種：高圧ガス販売業

コンサル事業者：ＴＩＳ西日本株式会社 宮崎事業所
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

●抱えていた問題点
・溶財管理システムから出力されたデータを手作業にて販売管理シ
ステム登録しており、担当者の負荷が高い状況だった。

・締め処理が月４回あるため、それに伴い請求処理も月４回実施す
る必要があり、作業時間が多くなっていた。

●解決に向けた課題設定等
・請求データ出力後の工程を全て自動化することで、人の手を介さ
ずに作業が完了し、作業の効率化・省力化を実現。

１ヶ月の請求業務処理にかかる時間を２５％削減

《導入前》
販売管理業務時間：160時間（8時間*20日）
（その内、請求業務処理時間：40時間）

《導入後》
販売管理業務内の請求業務処理を自動化へ
販売管理業務時間：160時間→120時間へ（25％削減を実現）

手作業で行っていたデータ移行業務をＲＰＡ機能で自動化！

導入部門：総務部

導入業務：販売管理業務

導入目的：データ移行業務の効率化のため

導入技術：SMILEV2「テキスト取込処理機能」「ＲＰＡ機能」

導入手法：データ取込～データチェックまでの工程を、

テキスト取込処理機能とＲＰＡ機能を使って自動化。

導入費用：￥２,９００千円（税抜）

（コンサル費用 ￥２００千円、導入・他 ￥２,７００千円）

ＲＰＡ

溶財ｼｽﾃﾑ

販売ｼｽﾃﾑ

請求ﾃﾞｰﾀ
出力

取込

取込ﾃﾞｰﾀ

①出力

②取込

③ﾃﾞｰﾀﾁｪｯｸ

溶財ｼｽﾃﾑ

販売ｼｽﾃﾑ

請求ﾃﾞｰﾀ
出力

取込

取込ﾃﾞｰﾀ

①出力

②取込

③ﾃﾞｰﾀﾁｪｯｸ

【導入前】 【導入後】

手動

手動

手動

手動

自動

自動

基幹系
システム

②・③の工程の自動化を実現！



勤怠管理・給与システムで、集計作業を削減

申請事業者：ミツワハガネ株式会社（延岡市）
業 種：製造業

コンサル事業者：株式会社ミロク情報サービス（大分市）

業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・出退勤打刻を社員毎に並べ替え、同時に抜け漏れの修正、有給・時間外の
手計算の確認作業を経て「出勤簿」をエクセルで自作。その出勤簿を基に給
与計算にとりかかっていたため、膨大な労力を要していた。
・申請書等の申請書関係は紙運用となっており、都度手書きの管理簿等に転
記を行っていた。
・労働者名簿、社員情報等においても紙運用となっており、１人が使用して
いるともう１人は使用できない状況が発生していた。

●解決に向けた課題設定
・勤怠管理システムを導入し、データ化・業務改善を図る。
・給与システムを導入し、勤怠管理との連携を実現させ、業務改善を図る。

・出勤簿作成～給与計算完了までの時間を、６２．５％削減
出勤簿作成から給与計算までの時間 8日(64時間)→3日(24時間）

・有給・時間外の事務処理時間を、５０％削減
有給管理簿・時間外報告書の処理時間 4時間 → 2時間

・互いの業務を代行できる、リスクに強い体制が完成した。
・データベース管理であることからオンライン上（テレワーク）での
業務が可能となり、柔軟な働き方や利便性の高い業務の取り組みを実
現した。

勤怠管理システムと給与システムを連携し、集計作業を大幅削減！！

導入部門：経理・総務部門

導入業務：勤怠・給与計算業務

導入目的：勤怠・給与・人事業務改善のため

導入技術：勤怠管理システム「クロノスPerformance」

給与システム「MJSLINK DX」システム

導入手法：打刻データを勤怠管理システムに自動で取り込み、データ

を給与システムに連携させ、自動で集計を行う。

導入費用：￥４，３３０千円（税抜）

（コンサル費用 ￥１，９７０千円、導入・他 ￥２，３６０千円）

【給与ソフト】
給与台帳の金額を入力し、
計算に相違がないかを確認

給与ソフト
MJSLINK DX導

入
後

静脈認証（打刻機）

打刻データを従業員ごとに並べ替える

手入力

【紙】EXCEL
時間外・有給・休出等
※書類管理は総務部

【紙】
EXCEL
出勤簿

手入力

【データ・紙】
EXCEL

状況把握のため一覧化

経
理

総
務

【紙】
専用用紙
給与台帳

手計算 付け合わせ

【紙】
専用用紙

手入力
手入力

労働条件通知書
労働者名簿 等

勤怠管理ソフト
クロノス

Performance

手のひら認証
ユニット
（打刻機）

打刻データ
自動送信

手入力

勤務データ
自動送信

【紙】EXCEL
時間外・有給・休出

等

時間外・有給
労働条件

目視確認

時間外・有給
労働条件

自動集計

経
理

総
務

導
入
前

手入力
【紙】
専用用紙

労働条件通知書
労働者名簿 等

基幹系
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ノーコードツールで、在庫管理を簡素化

申請事業者：キリシマドリームファーム株式会社(都城市)
業 種：養豚業

コンサル事業者：宮崎電子機器株式会社(宮崎市)
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・インボイス制度や、電子帳簿保存法に対応していない。
・紙ベースの帳票類が多く、計上や集計および配布などに労力と時
間を要している。

●解決に向けた課題設定等
・勤怠・給与・人事システムを統一することで、法令や社内の制度
が新しくなる都度、発生するシステムの変更業務を減らす。
・経理・労務業務及び薬品受払業務の管理媒体を紙からデータへ移
行することで、紙面上での計算、書類作成の依頼・提出を簡素化す
る。

・会計管理にかかる作業時間を、２５％削減
作業時間 180時間/月 ⇒ 135時間/月
・労務管理にかかる作業時間を、２５％削減
作業時間 120時間/月 ⇒  90時間/月
・専用伝票を、１００％削減
印刷用紙を、２０％削減
印刷枚数 6,500枚/月 ⇒ 5,200枚/月
・月次損益集計を、１４．２％削減
作業日数 7営業日/月 ⇒ 6営業日/月

ノーコードツールを活用して、紙の薬品受払簿を廃止！！

導入部門：経理・労務・生産部門

導入業務：経理・労務・薬品受払業務

導入目的：紙運用の廃止、薬品受払業務の簡素化

導入技術：奉行クラウド経理・労務、ノーコードツール「Kintone」

導入手法：勤怠・給与・人事情報を奉行クラウドにて一元管理し、

薬品の在庫管理をKintoneにて行う。

導入費用：￥３，２４６千円（税抜）

（コンサル費用 ￥１００千円、導入・他 ￥３，１４６千円）

ペーパー
レス

書類へ記入 集計・承認 入力 出力・承認・確認
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前
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新システム

紙

旧システム

紙
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後
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バックオフィス業務のExcel乱立から脱却！

申請事業者：株式会社ジェイエイフーズみやざき（西都市）

業 種：冷凍野菜製造業
コンサル事業者：株式会社デンサン（宮崎市）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・人事労務の定型業務が全てExcelで別管理で、連携が出来ていない。
・人事労務の従業員の受取・提出が必要な書類が紙管理となっている。
・取得している人事データがうまく活用されていない
・回覧申請の数が多く、確認と捺印に時間がかり、決裁に時間を要する。

●解決に向けた課題設定等
・システム上で申請を行うため、人事労務書類のペーパーレス化を実現
・自動連携が可能なシステムを導入することにより、50種類約1,100項目
の人事データを活用することができる
・決裁書類のワークフロー電子化により、決裁スピードが向上する

・勤怠情報の入力業務を、５０％削減
紙に勤怠情報を記入し、それをExcelに転記後、
システムに入力する時間 20分→10分

・通勤手当申請手続業務を、７０％削減
通勤手当の申請にかかる時間 240分→70分

・決裁書の管理業務を、８３％削減
決裁書の確認・ファイリングにかかる時間 60分→10分

人事労務・経理ソフトの導入により、社内情報を集約化！！

導入部門：管理部

導入業務：人事労務・経理業務

導入目的：人事労務・経理業務の業務改善のため

導入技術：「奉行クラウドHR DX Suite」

「奉行クラウド経理 DX Suite」

導入費用：￥３，０６９千円（税抜）

（コンサル費用 ￥１，８２４千円、導入・他 ￥１，２４５千円）

基幹系
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請求データの自動取込で、作業工数の削減

申請事業者：株式会社宮崎ヒューマンサービス（都城市）

業 種：福祉機器・介護用品の販売レンタル
コンサル事業者：株式会社デンサン（宮崎市）
業 種：情報サ－ビス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・毎月数千枚に上る納品書・請求書の登録・確認に多くの時間を費や
していた。
・仕入先も法的対応(インボイス・電帳法)による電子化(納品書・請求
書)が増え始め、毎回ダウンロード・印刷する事となり、プロセスが煩
雑になっていた。
・同時に、それにかかるコストも増加していた。

●解決に向けた課題設定等
・販売管理システムの導入により、データで受信する仕入先からの納
品書や請求書をデータのまま取り込む流れ(プロセス)へと変更する。

・仕入データの入力作業を、５０％削減
仕入データを印刷し、システムに入力する時間 4時間 → 2時間
※仕入データが紙で提出された場合のみ入力作業が発生。

・データ登録後の確認作業を、５０％削減
仕入請求明細の誤り等のチェック作業の時間 2時間 → 1時間

・仕入データと請求書の照合作業を、５０％削減
仕入データと請求書の付け合わせ作業の時間 8時間 → 4時間

請求データの自動取込により、入力作業の削減＋ペーパーレスを実現！

導入部門：総務部門

導入業務：販売・仕入業務

導入目的：経理（仕入）業務の効率化のため

導入技術：販売管理システム「smileV2」

導入手法：販売管理システムを導入し、納品書・請求書等を自動で

取り込むことで、「印刷」・「手入力」の作業を削減。

導入費用：￥３，６５０千円（税抜）

（コンサル費用 ￥４８０千円、導入・他 ￥３，１７０千円）

納品書手入力

印
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データ加工
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バックオフィス業務の見直しで、作業工数を削減

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・出退勤や有休、残業の申請をすべてアナログで運用しており、全社員の
データの集計作業に多くの時間を費やしている。
・Excelデータに手打ちする際に人的ミスや入力後の戻り・修正作業が多
く発生している。

●解決に向けた課題設定等
①アナログ業務の脱却：勤怠・給与の運用を見直し、申請～承認までをシ
ステムで行うことで効率化を図る
②事務作業の負担軽減：勤怠の集計や給与明細の印刷・配布作業をシステ
ムで一貫することで大幅な作業時間短縮が可能

■勤怠管理のアナログ運用脱却
・残業、有給申請の承認業務を５０％削減

残業、有給申請の承認時間 8時間/月 → 4時間/月
・出退勤情報の集計作業を、１００％削減

出退勤、残業申請等の集計時間 16時間/月 → 0時間

■給与の集計作業を時短化し給与明細を電子化
・給与システムへの入力～給与明細出力の時間を、５７％削減

出退勤データをシステムへ入力し、給与明細を印刷・郵送する
時間 14時間/月 → 6時間/月

勤怠管理と給与システムの導入で、打刻・申請・給与明細の電子化を実現

導入部門：宮崎市発達支援センター本部事務局

導入業務：勤怠管理、給与計算、人事管理

導入目的：アナログ業務を減らし、事務作業の大幅な業務改善のため

導入技術：勤怠管理奉行クラウド、給与奉行クラウド、

総務人事奉行クラウド、給与明細電子化クラウド、

年末調整申告書クラウド

導入手法：出退勤、総務人事システムの導入、給与システムへの連携

導入費用：￥２，５７５千円（税抜）

（コンサル費用 ￥５７７千円、導入・他 ￥１，９９８千円）

導 入 前

＜勤怠＞
・出退勤記録
・残業申請
・有休申請

勤怠の記録や申請を
すべて紙に手書き

紙に記録したデータを
Excelへ転記、集計

Excelで集計したデータを
給与システムへ反映

給与明細の印刷、
各事業所毎に郵送

導 入 後

パソコンから、もしくはICカードから
出退勤の打刻を行う

パソコンから自分のアカウントへログインし
残業や有休の申請を行う

承認者はパソコンにて社員の承認を行う

月締めが承認され、
給与システムへ自動反映

パソコンやスマートフォンから
給与明細の確認が可能

申請事業者：社会福祉法人宮崎市社会福祉事業団（宮崎市）

業 種：他に分類されない社会保険・社会福祉・介護事業

コンサル事業者：株式会社デンサン（宮崎市）
業 種：情報サービス・情報通信業

基幹系
システム
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勤怠管理システムの導入で、給与計算を効率化

申請事業者：有限会社ファンクリエイト（都城市）
業 種：飲食業

コンサル事業者：宮崎電子機器株式会社（宮崎市）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

●抱えていた問題点
・タイムカードの打刻漏れが多く、実績確認に手間がかかっていた。
・勤務状況のリアルタイムでの把握ができておらず、集計に時間を
要していた。

●解決に向けた課題設定等
・タイムカードを手のひらで認証する方式に変えることで、従業員
の手間を減らし、打刻漏れをなくす。
・タイムレコーダーの情報を勤怠管理システムと給与システムに連
動させることで、集計作業の手間を削減。

・給与計算に要する時間を、１００％削減
1月あたり72時間（2人体制）→0時間

・打刻漏れが発生した場合の対応時間を、１００％削減
1月あたり約4時間→0時間

・タイムカード、USBの回収時間を、１００％削減
1月あたり約5時間（4店舗分）→0時間

・労働時間の集計時間を、１００％削減
1月あたり約1.5日→0時間

・勤怠等の最終確認時間を、１００％削減
1月あたり5時間→0時間

勤怠管理システムと給与システムの連携で、集計作業の手間を削減！！

導入部門：店舗、事務所

導入業務：勤怠管理

導入目的：給与計算の負担を軽減するため

導入技術：勤怠管理システム「クロノスPerformance Cloud」

電子申請システム「クロッシオン」

給与システム「PCA給与DX」

導入手法：手のひら認証で得た打刻データを勤怠管理システムに取

り込み、電子申請で社内承認を行い、集計した勤怠管理

データを給与システムに連携する。

導入費用：￥４，６０９千円（税抜）

（コンサル費用 ￥１，２５９千円、導入・他￥３，３５０千円）

給与
システム

電子申請
システム

打刻データ

集計
勤怠管理
システム

［店舗］

承認

手のひら認証

基幹系
システム



いずれか
選択→カードリーダーによる勤怠管理で、集計作業を削減

申請事業者：南日本酪農協同株式会社（都城市）
業 種：乳製品製造業

コンサル事業者：株式会社システム開発（宮崎市）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

●抱えていた問題点
・支店・営業所では、各人が紙ベースでタイムカード打刻を行って
いたため、各々で所定日数や公休日数を把握しておく必要があった。

・担当が一人ひとりのタイムカード確認を行い、手動でシステムへ
入力するため、毎月締め日までの作業が逼迫状況にあった。

●解決に向けた課題設定等
・紙ベースのタイムカードをなくし、カードリーダー、クラウドに
よる出退勤管理を行うことで、瞬時に集計作業を行い、公休日数等
の把握も容易になる。

●勤怠情報の集計時間を８５％削減
勤怠情報の集計にかかる時間 144時間→20時間

・タイムカードの設置（9事業所）→集計時間ゼロ
・クラウド打刻（7事業所）→集計時間ゼロ
・各事業所への連絡・確認作業→20時間

カードリーダー・クラウド打刻を、既存システムに連携し集計作業を削減！

導入部門：全事業所

導入業務：勤怠管理業務

導入目的：勤怠情報の集計の負担を軽減するため。

導入技術：カードリーダー・クラウドによる勤怠管理システム

導入手法：カードリーダー及びクラウドによる出退勤管理を新規導

入し、本社、工場等の既存勤怠システムへデータ送信

導入費用：￥３，４７０千円（税抜）

（コンサル費用 ￥１０８千円、導入・他 ￥３，３６２千円）

本社サーバ

自動にてデータ収集
手計算の削減

基幹系
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仮想ストレージを導入し、バックアップ作業を削減

申請事業者：株式会社ひむか流通ネットワーク（宮崎市）

業 種：情報サービス・情報通信業
コンサル事業者：株式会社エフタイム（東京都）
業 種：情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
・サイバーセキュリティ対策に資する人的作業の負担が大きく、勤務体系
に影響が大きい。
・実被害が発生した際に伴う復旧作業は、影響範囲と復旧作業に掛かる時
間も膨大なことが予想される。

●解決に向けた課題設定等
・全面的に仮想ストレージ基盤を導入し、実行環境、データすべてをス
ナップショットでフルバックアップ可能とする。
・ディザスタリカバリ(DR)用実行環境を構築し、遠隔地でも再稼働可能な
環境を準備する。

・バックアップ作業を８７．５％削減
バックアップ作業 月平均80時間 → 10時間

(4名体制) (1名)
※深夜作業がなくなり、システム停止を必要としなくなる
※導入後は日中勤務でのデータ確認のみ
・復元・復旧の時間を９８．６％削減
復元・復旧作業 36時間→30分
※数クリックで復元可能
・サービス復旧不可状態を回避（ゼロへ）
サイバーテロ、自然災害等の発生時に復旧不可能、サービス再開不可能
(見通しが立たない)となる事態を『ゼロ』にする
※被害を最小限に、復旧できる体制、仕組みの確立

仮想化ストレージにスナップショットを保管し、作業時間を大幅削減！

導入部門：全社部門

導入業務：システム強靭化対策

導入目的：サイバー攻撃対策と事業継続性の確保のため

導入技術：仮想ストレージ基盤「Alletra Storage 5010H」

仮想基盤サーバー「DL360 Gen10」

導入手法：新システム導入と運用基盤システム環境の再設計

導入費用：￥１２，７１２千円（税抜）

（コンサル費用 ￥３８３千円、導入・他 ￥１２，３２９千円）

セキュリ
ティ


